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令和元年度 敬老事業に関するアンケート 

町内会（区）名（          ） 回答者氏名（             ） 

敬老事業対象者は、今後も増加していくことが見込まれ、現状の敬老事業を継続すると、 

敬老会主催者（富士市・富士市町内会連合会・富士市社会福祉協議会）の経費負担は、更に

大きくなることから、経費増加の抑制を検討する必要があります。 

このことを前提に以下の問いにお答えください。 

〔問 1〕今後の敬老会のあり方について、あなたのお考えをお答えください。（○は１つ） 

1 現状のままでよい（全体の経費は増える） 

2 対象年齢は今のまま１人当たりの経費を引き下げ、現在の全体経費内で運営する

3 １人当たりの経費は今のまま対象年齢を引き上げ、現在の全体経費内で運営する

4 対象年齢や運営方法を見直し、全体経費を削減する 

5 廃止してもよい 

6 わからない 

7 その他（                           ） 

〔問 2〕敬老会の対象年齢の設定は、何歳くらいが適当だと思いますか。（〇は１つ） 

1 65 歳以上 

2 70 歳以上 

3 75 歳以上 

4 77 歳以上（現状） 

5 80 歳以上 

6 85 歳以上 

7 90 歳以上 

8 その他 

（         ）

今後の富士市の敬老事業のあり方について

■敬老会の開催運営について

富士市では、77 歳以上の方を対象に、年１回町内会（区）の各地区の実情に合わせて、

以下の３つの開催方法で敬老会を行っています。 

・会場型（地区全体で、小学校や社会福祉センター等で開催） 

・分散型（町内会ごと公会堂等で開催） 

・一部分散型（数町内がまとまり会場型で、他の町内は町内会ごと公会堂等で開催） 

■敬老会の開催費用について

開催費用は、敬老会主催者の各負担により運営し、令和元年度の敬老会対象者は

30,907 人、敬老会の全体経費は約 8,500 万円となります。 

（１人当たりの経費は 2,730 円となります） 
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〔問 3〕敬老会の開催方式は、どのような方式がよいと思いますか。（○は１つ） 

1 対象年齢の方のみで、市内一括で行う（成人式のような方式） 

2 地区単位で行う（現状の「会場型」方式） 

3 町内会単位で行う（現状の「分散型」方式） 

4 わからない 

5 その他（                           ） 

〔問 4〕今後の敬老祝金支給事業について、どのように思いますか。（○は１つ） 

1 現状のままでよい 

2 祝金の対象年齢は今のままで、祝金の金額を引き下げる 

3 祝金の対象年齢を引き上げ、祝金の金額は今のままでよい 

4 祝金の対象年齢を引き上げ、祝金の金額は引き下げる 

5 廃止してもよい 

6 わからない 

7 その他（                           ） 

〔問 5〕今後の米寿記念品支給事業について、どのように思いますか。（○は１つ） 

1 現状のままでよい 

2 記念品の選択肢を増やす 

3 記念品の選択肢を減らす、または１品に限定する 

4 代わりのものがよい（                     ） 

5 廃止してもよい 

6 わからない 

〔問 6〕100 歳長寿祝（10 万円・花束・賀詞）についてどのように思いますか。（○は１つ） 

1 現状のままでよい 

2 拡大する 

3 縮小する

4 廃止してもよい 

5 わからない 

6 その他（                ） 

■敬老祝金支給事業について

77 歳、80 歳、90 歳、99 歳の方を対象に、5,000 円を贈呈しています。 

（令和元年度の富士市の敬老祝金予算は、約 3,200 万円です） 

■米寿記念品支給事業について

88 歳の方を対象に、「肖像写真」「大座布団」「地場産品詰合せ」の中から１品を選択して

いただき、贈呈しています。 

（令和元年度の富士市の米寿記念品予算は、約 1,200 万円です） 
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〔問 7〕最高齢者長寿祝（1万 5,000 円以内の記念品・花束）について、どのように思います 

か。（○は１つ） 

1 現状のままでよい 

2 拡大する 

3 縮小する

4 廃止してもよい 

5 わからない 

6 その他（                ） 

〔問 8〕魅力的な敬老会とは、どのようなものだと思いますか。（○はいくつでも） 

1 対象年齢の方のみで、市の主催で、１つの会場で開催（成人式のような方式） 

2 敬老週間に合わせて、対象者が選択して参加できる催しもの・イベントの開催 

3 敬老の日に、家族で楽しめる催しもの・イベントの開催 

4 保育園・幼稚園・小中学校等との交流事業 

5 ３世代・４世代交流事業  

6 高齢者と子どもが一緒に遊べる空間やイベントの開催 

（子どもたちとおしゃべりカフェ、昔の遊びなど） 

7 その他（                           ） 

〔問 9〕敬老事業の見直しにより余剰財源が生じた場合、それを他の事業に振り分けると 

したら、どのようなサービス・事業を充実させてほしいと思いますか。 

（○はいくつでも） 

1 在宅高齢者の居宅サービス 

2 認知症の人と家族をささえる事業 

3 高齢者に対する安否確認など見守りを行う事業 

4 身近なところで福祉の相談が気軽に行える場所の整備 

5 健康増進・介護予防のための事業（健康づくり教室・介護予防教室の開催など）

6 公共交通（バス・電車・高齢者福祉タクシー）など、移動手段の確保 

7 運転免許返納支援・返納者のサポート事業 

8 障害者のための福祉サービス事業 

9 子育て支援のための事業 

10 移住者支援のための事業 

11 富士市のＰＲのための広報広聴事業 

12 企業誘致や次世代技術開発事業 

13 中小企業支援のための事業 

14 その他（                           ） 
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〔問 10〕「敬老事業」についてのご意見、ご要望などがありましたら、自由に記入して 

ください。（具体的に） 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

※アンケートについて、不明な点などがございましたら、下記までお問い合わせください。 

富士市 福祉こども部 福祉総務課 電話：0545-55-2757 FAX:0545-52-2290 

ご投函期日は、令和２年１月３１日（金）です。 

（同封の返信用封筒にてご返信ください。） 


